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TMRI は今、まず

第一に TMRI 独自

の働きをしています。

「東 京 ミッション研

究所ニュース」の発

行や「TMRI フォー

ラム」を継続開催し、出版活動も行っています。ま

た、いくつかのリサーチグループがそれぞれに活

動して、良きネットワークを作り上げています。 
 第二には日本における宣教学研究と宣教の

働きを「縁の下の力持ち」として支えています。具

体的には、前者において「日本宣教学会」の事

務局、後者において「日本ローザンヌ委員会」の

事務局を引き受けています。 
 「今」を考えるには「過去」を考えたいと思いま

す。そして「過去」と「今」の延長線上に「将来」を

考えてみたいと思います。１９８８年１２月に TMRＩ

が発足しました。そして２４年が経っています。初

代所長のロバート・リー博士は、TMRI の設立に

あたって三つの課題を挙げました。まず第一に、

日本における宣教リサーチの推進。第二に、神

学校教育の充実、特に教授陣のレベルアップ、

そして第三に日本宣教学会の立ち上げと宣教学

者の協同研究でした。リー先生の在任中に最初

の二つの課題が成し遂げられ、最後の課題は、

第二代所長の私に委ねられました。 
 ２００５年５月には、日本宣教学会が設立され

ました。東京ミッション研究所が出版したデイヴィ

ッド・ボッシュの『宣教のパラダイム転換』に関わっ

た方々を中心に学会が設立されたのです。それ

から７年が経ち、次年度の総会は神戸松蔭女子

学院大学で 

行われることになりました。宣教学会も東京か

ら日本各地へと広がろうとしています。福音派系、

NCC 系、カトリック系の宣教学者が協力し合って

支えている日本宣教学会の営みを東京ミッション

研究所は支援し続けています。 
 日本におけるローザンヌ運動は、長い間、神

戸・関西ミッションリサーチセンター（KMRC)が中

心的な働きをされました。２０１０年には、１９１０年

に開かれた世界宣教会議（エディンバラ会議）の

１００周年を記念する世界大の会議が、NCC 系

はエディンバラで、カリスマ系は東京で、福音派

系はケープタウンで開かれました。ケープタウン

会議の準備も含めて、KMRC と TMRI は中心的

な働きを続け、現在は TMRI にローザンヌ委員会

の事務局が置かれています。 
次の１０年を展望するとき、１９８９年に TMRI で

講義をしてくださったウィルバート・シェンク博士

が預言者的に指摘したことを思い出します。それ

は新しい宣教パラダイムが形成されていくための

宣教学的な思惟への問いです。一言で言うと、

「近代宣教パラダイムを基とした宣教活動は行き

詰まりが明確になってはいるが、ポスト・モダンの

宣教パラダイムはいまだ現れていない。しかしな

がら通信網の発達と世界大の人口移動の結果、

世界中の大都市においてはさまざまな国の人々

が居住しているという現実を迎えている。言うなれ

ば、近代において西欧の視点では明確であった

『地の果て』が、今では世界中のどこにあっても、

すべての都市の中に存在している。つまり、『地

の果て』が私たちの住んでいるところに内在する

時代となっている。          （＊7頁へ続く） 
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■ セッション１セッション１セッション１セッション１                                                                        

宣教的視点で全聖書を読む宣教的視点で全聖書を読む宣教的視点で全聖書を読む宣教的視点で全聖書を読む    

はじめにはじめにはじめにはじめに: : : : 聖書は何を語るのか。聖書は何を語るのか。聖書は何を語るのか。聖書は何を語るのか。    

聖書を、メシヤ預言（ルカ 24：44～46）から見る

か、神の宣教（ルカ 24：47～48）から見るかには、

大きな違いがある。聖書は「イエスが救い主であ

ることを旧約によって預言をし、その実現がイエ

ス・キリストである」と述べているものが中心だと思

いがちであるが、実は聖書全体が神の宣教
ミッション

の書

なのである。「ミッション＝宣教（教会の使命として

の）」とみられることが多いが、ミッションとは神の

使命であり、教会との関連では、神から託された

任務である。であるから私たちは、神の民として

任務（ミッション）を与えられている存在である。そ

れを最も明確に示されたのがイエスである。この

方こそ神から託された任務
ミッション

を全うするためにこの

世に派遣されたのである。 

ⅠⅠⅠⅠ....    イエスが説き明かさイエスが説き明かさイエスが説き明かさイエスが説き明かされた聖書れた聖書れた聖書れた聖書    

復活されたイエスは、一回目はエマオの途上

で二回目は残りの１１弟子たちに、聖書（旧約聖

書）を説き明かされた。主は「ああ、愚かで心のに

ぶいため、預言者たちが説いたすべての事を信

じられない者たちよ。キリストは必ず、これらの苦

難を受けて、その栄光に入るはずではなかった

のか。」（24：25～26）と述べ、さらに「モーセやす

べての預言者からはじめて、聖書全体にわたり、

ご自身についてしるしてある事どもを、解きあかさ

れた」（24：27）。これらは、旧約が救い主メシヤの

到来を証ししていることを述べている。しかし、そ

の直後に、もう一方の「神の使命
ミッション

／宣教」につい

ても、明確に述べられている。すなわち、「そして、

その名によって罪のゆるしを得させる悔改めが、

エルサレムからはじまって、もろもろの国民に宣

べ伝えられる。あなたがたは、これらの事の証人

である」(24：47～48）。ここに書かれている聖書と

は「旧約聖書」である。イエスは弟子たちに旧約

聖書を解き明かされた。つまり聖書全体が神の

宣教
ミッション

に関わるものだということである。私たちは何

を目的に聖書を読んでいるだろうか。福音のため

にか、どう生きるかという目的のためか、教義を知

るためなのだろうか。しかし、考えてみれば、聖書

は神の宣教
ミッション

の産物といえるのだ。神から背を向け

て、離れていく人々に向けてなされる神の働きか

けの結果存在しているのが聖書なのである。 

ⅡⅡⅡⅡ....    宣教の使命宣教の使命宣教の使命宣教の使命をもつ神をもつ神をもつ神をもつ神    

聖書全部を貫くものは、創造―堕落―歴史に

おける贖い―新創造というテーマで物語ることが

できる神の使命である。 

1. 人間の人間の人間の人間のももももつ使命つ使命つ使命つ使命 
神の似姿に造られ、エデンの園に置いていた

だいた人間のもつ使命（ミッション）とは、全ての

被造物へのケア、環境への責任、経済への責任

であった。 

2. 選ばれたイスラエルの宣教における使命選ばれたイスラエルの宣教における使命選ばれたイスラエルの宣教における使命選ばれたイスラエルの宣教における使命 
彼らは律法を与えられ、旧約聖書の唯一の神

を知る民となった。そして、それを世界に見せるよ

うにと召されたのである。「主はアブラムに言われ

た、…あなたを祝福し、あなたの名を大きくしよう。

あなたは祝福の基となるであろう。…地のすべて

のやからは、あなたによって祝福される」（創世

12:1～3）。つまり、アブラハムを通してすべての

国々を祝福するという唯一の神の契約である。イ

スラエルが選ばれたのは、イスラエルだけが救わ

れるためではなく、イスラエルを通して全ての民

 
2012年 6 月夏季学校より （中川美弥子主事による書き起し・要約） 

聖書全巻と福音宣教―神の言を神の世界へ 

クリストファー Ｊ・Ｈ・ライト師 
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が救われるためである。神はイスラエルと契約を

結び、他の民族と違うということ、そして、神に仕

える姿を見せたのである。旧約聖書の人々は新

約聖書の宣教と深く関わっている。 

3.    宣教の使命をもつイエス宣教の使命をもつイエス宣教の使命をもつイエス宣教の使命をもつイエス 
A 旧約聖書の時代からイエス・キリストへ  
  （神の宣教の歴史は続いている） 
イエス・キリストが遣わされたのは、神の御心を

実現するため（God'ｓMission）であった。「シメオ

ンは幼な子を胸に抱き、神をほめたたえて言っ

た」「わたしの目が今あなたの救を見たのですか

ら。この救はあなたが万民のまえにお備えになっ

たもので、異邦人を照す啓示の光、み民イスラエ

ルの栄光であります」（ルカ 2：28、30～32）。 
イスラエルは誰のために存在するのかといえば、

それは全ての国の祝福のためである。シメオンの

言葉は、幼子イエスは「あなたが万民のまえにお

備えになったもの」（34 節）というものであった。

「また、反対を受けるしるしとして、定められていま

す」と預言している。メシヤは苦しみ、死に、復活

され、全ての人々に悔い改めと救いが及ぶという

聖書に記される最後の栄光をシメオンは既に知

っていたのである。 
B イエスの洗礼における自己理解 
「聖霊がはとのような姿をとってイエスの上に下

り、そして天から声がした、『あなたはわたしの愛

する子、わたしの心にかなう者である』」 （ルカ 3：
22）。これは旧約聖書のイザヤ書の引用であり、

三位一体が示されている。 
「わたしの支持するわがしもべ、わたしの喜ぶ

わが選び人を見よ。わたしはわが霊を彼に与え

た。彼はもろもろの国びとに道をしめす」 （イザヤ

42：1）。「わたしはわが王を聖なる山シオンに立て

た。…わたしは主の詔をのべよう。主はわたしに

言われた、『おまえはわたしの子だ。きょう、わたし

はおまえを生んだ』」 （詩篇 2：6～7）。イエス・キ

リストがダビデの王の系列の中にあることをこの箇

所は示しているといえよう。 
これらは、イエスはイスラエルを神の元に戻す

神のしもべであり、救いを全ての国々にもたらす

神の子であり、ダビデの王の系列に属する者で

あるとの証明である。また「わたしはもろもろの国

を嗣業として与える」（詩篇 2：8参照）というのは、

単にイスラエルの王としてではなく全ての国の王

として就任したことを表すものである。 
復活されたイエスは聖書の終わりにおいて、も

はやイスラエルのみに留まらず全世界への宣教

を宣言され、イエスの後に従うようにと述べられた。

イエスは天も地も全ての被造物の主なのである。

イエスの生涯の初めから終わりまでがミッションで

あり、これは旧約聖書に基づいている。イエスがメ

シヤとして来るというのは、まさに旧約聖書の実

現であった。救い主としての成就だけでなく、全

ての造られたものに遣わされるということの実現で

もあった。宣教を考えるならば、まず旧約聖書の

初めからスタートすべきである。新約聖書におい

て使われている言葉は全て旧約にその起源を見

ることができる。  
C. 新約聖書の宣教の起原 
1. 「あなたは私の証人となる」（ルカ/使徒） 

「主は言われる、『あなたがたはわが証人、わた

しが選んだわがしもべである。それゆえ、あなたが

たは知って、わたしを信じ、わたしが主であること

を悟ることができる。わたしより前に造られた神は

なく、わたしより後にもない』」（イザヤ 43：10）。イ

ザヤは、イスラエルが他の国々と違うということ、

そしてヤーウェこそ唯一の神であり、あなたがた

がそのことの証人であると述べている。 
 イエスは弟子たちに向かってあなたがたはわ

たしのことを知っているのだから、わたしのことを

証ししなさいと言っておられる。このことが宣教の

根幹である。そして、これらがいかに旧約聖書に

根ざしているかを知る必要がある。 
2. 「主のしもべ」 

「主のしもべ」とパウロは自分自身のことを言っ

ている （使徒 13 章）。そして、安息日に会堂で

旧約の歴史とそれがイエスにおいてどのように実

現したのか語っている。また次の安息日には異

邦人に向けて話をした。「わたしは、あなたを立て

て異邦人の光とした。あなたが地の果てまで救い

をもたらすためである」（使徒 13：47）。パウロはこ

こでイザヤ書を引用しているのである。 
パウロは旧約のイスラエルに向けて語られた預

言が、イエスにおいて実現し、その預言がまさに

自分において実現していると言ったのである。私

たちもまた、「主のしもべ」として、この預言が実現

されるための手段として用いられるのである。 
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■セッション■セッション■セッション■セッション 2 2 2 2                                                                             

宣教の舞台宣教の舞台宣教の舞台宣教の舞台――――創造・人類・罪創造・人類・罪創造・人類・罪創造・人類・罪    

序序序序    アテネにいるパウロ（使アテネにいるパウロ（使アテネにいるパウロ（使アテネにいるパウロ（使 17：：：：22-31）））） 
パウロはここでは旧約聖書の箇所をどこからも

引用していないが、聖書が伝えている天地創造

の真理を伝えている。もちろんパウロはイエスに

ついて、復活について述べ伝えるのだが、まず

天地創造にまでさかのぼって話している。イエス・

キリストが救い主、裁き主としておいでになるため

の舞台を天地創造の物語によって設定している

わけである。天地創造の舞台というのは、神と地

と人類である。これが聖書の世界観の基礎である。

ここにおいて人類は二つの方向において責務を

負うことになる。まず創造主である神を礼拝する

ために造られたこと、次に地上で地を管理するた

めである。 

ⅠⅠⅠⅠ. 人類人類人類人類―「使命」「使命」「使命」「使命」 
Mission を帯びて地上にあるを帯びて地上にあるを帯びて地上にあるを帯びて地上にある 

人類には、神の下に目的、使命が与えられて

いる（創世 1：28、2：15）。私たちの使命は、単に

クリスチャンであるというだけではない。まず人間

であることから始まる。 

1. 生態学的（Ecological 詩篇 24:1/申 10:14） 

世界、地は神の所有であり、私たちはそれを

預っている管理人である。創世記２章おいて、神

がエデンの園に人を置かれた時は、「そこを耕し

て守るように」と言われたのである。ここでは「しも

べ」として仕えるようにということである。 

2. 経済的 (Economical) 

人間のこの地上での生活には労働するという

ことが関わってくる。私たちは神の似姿に似せて

造られているので、私たちが労働するということは

神のあり方を映すものである。あらゆる領域全て

においてクリスチャンは神のゆえに創造的な思い

をもって取り組んでいく責任がある。 

ⅡⅡⅡⅡ.    人類人類人類人類― 神の似姿に創造された神の似姿に創造された神の似姿に創造された神の似姿に創造された 

1. 神は全ての人間に語りかけられる 

人間は神の似姿に似せて造られたので、神か

ら語りかけられ得るのである。創世記の中で目に

付くことは神がエデンの園でアダムとエバに話し

かけておられるということである。聖書を見ると神

はただイスラエルだけに語っているわけではない。

その他の誰に対しても語りかけられている。これ

は非常に重要なことであるが、全ての人は神に

造られた者だから、神に対して何らかの意識をも

っているということである。このことはその人がどの

ような宗教をもっていようとも同じである。神が人

を見る時に人をラベルを貼ってある存在としては

ご覧にならない。神は人を人格をもった人間とし

てご覧になる。罪人であるが、しかし、神に愛され

ている存在としてである。何らかの仕方で神はそ

の人に語りかけることがおできになる。このことは

キリスト教の宣教を根底から支えている重要なこ

となのである。私たちが人々に向かってキリストに

ついて語りかける場合、神の方がそれに先だって

そこに居てくださるのである。パウロもアテネの人

に対してそういうことを語っている。 
2. 全ての人間は神に対して説明する責任を負う 

神がアダムやカインやダビデに語りかけられた

時に、彼らは神に答えなければいけなかった。

「わたしは兄の番人でしょうか」と口答えしたカイ

ンでさえも、神に答えなければいけなかった。そ

れは人間が普遍的にもっている道徳と考えたらよ

いであろう。人間が基本的なところで善悪を考え

るということでもある。もちろんそれは文化によっ

て多大な影響を受けるものである。しかし、どの

文化であっても私たちは神に似せて造られたも

のであるから、神に答える責任がある。この人間

のもつ二重性が宣教においても重要な意味をも

つ。まず第一に、それは私たちにとって励ましと

なる。私たちが行くどの地域においても、人類とし

て何かしら共通のものをもっている。私たちは皆、

罪を犯したというだけでなく、皆神の似姿に造ら

れているのである。 
神は全ての人の心を知っておられる（詩篇 33：

13~15）。彼らの思いも彼らの動機も、彼らの行動

も知っておられる。それは恐ろしいことでもあるが、

同時に私たちの励ましにもなる。 
これは裏返せば、私たちは敬意をもって全て

の人に接し、福音宣教もそうしなければいけない

ということである。神の前で全ての人は平等であ

る。クリスチャンがそういう自由とか平等、正義と

いう事柄に関心をもつ神学的理由は、全ての人

が神の似姿に造られたということによるのである。 
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ⅢⅢⅢⅢ.    人類人類人類人類―神との関係のために造られた神との関係のために造られた神との関係のために造られた神との関係のために造られた 
「すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに

創造された」（創世 1：27、2：18）。 
神が人間にお与えになった責任というのは一

人で負うには大きすぎるということである。人間が

地を支配し管理し治めるということのために、神

は男に対して女をお造りになったのである。それ

は対等な関係で効果的に働きを支えあうためで

あり、そこで家族が生まれ、家族が社会を生むの

である。であるから私たちが行う宣教においても

単に個人だけを目的にせず、家族も対象にする

のであり、村々、共同体も国全体も視野に入れる。

キリスト教の宣教には個人的だけでなく社会的視

点をもつ必要がある。  

ⅣⅣⅣⅣ.    人類人類人類人類―反逆において反逆において反逆において反逆において 
これまで、人間が神に似せて造られたゆえに

人間に尊厳があるという事を強調してきた。神に

造られたゆえに芸術や文化というものがたくさん

出てきたのである。私たちは人間であるということ

を心から喜ぶべきである。しかし同時に私たちは

反逆することを選び取り、神に従わず神の権威を

退けたのである。そして、自分だけで善悪を判断

してやろうとした。 
創世記の３章には人間の堕落ということが人間

の生活の全てにかかわっている様子が書かれて

いる。しかし、ここは悪の起源ではなく、いかに悪

が人間の生活の中に入ってきたかということが語

られているのである。 
第一の次元は神と人間との霊的な関係である。

私たちは神の姿に似せて造られたので美を愛で

ることができるのである。その木は賢くなるには好

ましいとエバには思われた。知恵は良いものであ

る。彼女がここで考えたこと自体は悪いことでは

ない。何が悪かったかというと神が与えられた良

いものを神が禁じられた方向に向かって使ったと

いうことである。神に従わない、反逆をするという

ことが罪なのである。そしてアダムもそこにいたと

書かれているが、とても重要な点である。アダム

はエバの会話も聞いていたはずである。彼もまた

同じような考えをもったということではないだろうか。

エバの中に入ってきた罪が今ここで共有されて

社会的なものになったのである。その瞬間に二人

の関係に影響が出てきた。彼らは恥と罪悪感を

感じるようになった。罪が入ってきたことによって

人間の領域の全てが汚されたのである。 
第二は、４章から１１章まで読んでいくと罪はさ

らに家族の関係の中で横に広がっていくというこ

とが分かる。兄弟の間で妬みがあり、怒りがあり、

殺人が起こる。そしてそれが社会に広がっていく。

６章の洪水のところを見ると人類全てが壊れてし

まって、暴力的になっているということが書かれて

いる。６章から８章にかけては、繰り返し社会的罪

である汚れ、破壊行為が描かれている。それが

横に広がっていくだけでなく世代を超えて累積し

ていくのである。私たちが生れ落ちてくる世界と

いうものは、すでに前の世代に罪によって捻じ曲

げられた世界なのであり、私たちはそれにさらに

罪を加えていくのである。そして、旧約聖書の中

ではそれが繰り返し語られ最終的に神が裁きを

下すというところまで罪が悪化していく。 
私たちが、この世界でキリスト教の宣教に関わ

る場合、この人間の問題の深いところまで理解し

なければならない。その罪の巨大な問題に対す

る神の巨大な答えが福音なのである。 
私たちがもっている宣教の概念は強固な土台

の上に築かれなければいけない。それは聖書の

天地創造についての教えである。それは神につ

いて世界について人類について教えているもの

である。それらの全ての起源は良いものであった。

しかし、その良いものが罪によって汚されてしまっ

ている。その世界に神はミッションをもっておいで

になって私たちに関わってくださったのである。 
 

■セッション■セッション■セッション■セッション 3 3 3 3                                                                             

宣教と神による民の選び宣教と神による民の選び宣教と神による民の選び宣教と神による民の選び    

                                    ―祝福の基として―祝福の基として―祝福の基として―祝福の基として    

ⅠⅠⅠⅠ. パウロの福音パウロの福音パウロの福音パウロの福音  
パウロは、異邦人もユダヤ人と同じように契約

の神の民の中にいるのだと伝えた。しかし特にエ

ルサレムにいるユダヤ人にとっては、これは大問

題であり、「自分たちが神の民である。なぜなら私

たちはアブラハムの子孫であり、モーセの律法を

守っている。私たちは割礼を受け、安息日を守り、

食べ物に関する規定も守っている」と言った。そ
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れらの反対意見にパウロはどのように応答したの

であろうか。パウロはモーセより前のアブラハムを

思い起こしなさいと言った。 
アブラハムはどのようにして神の前に正しい者

とされたのだろうか。それはアブラハムの神の約

束への信仰によってである。神の約束とは、アブ

ラハムを通じて全ての世界の民が祝福を受けると

いうことであった。パウロはこれが今起こっている

ことなのだと言った（ガラテヤ 3：7-8）。それで、パ

ウロは宣教学というものを論じる時にアブラハム

へと戻ったわけである。私たちもパウロと共にアブ

ラハムのところに戻ることが必要だと思う。 

ⅡⅡⅡⅡ. アブラハムとの契約アブラハムとの契約アブラハムとの契約アブラハムとの契約 
「時に主はアブラムに言われた、『あなたは国

を出て、…わたしはあなたを大いなる国民とし、あ

なたを祝福し、あなたの名を大きくしよう。あなた

は祝福の基となるであろう。…地のすべてのやか

らは、あなたによって祝福される』」（創世 12：
1~3）。 

1. その聖書的文脈 

創世記 1 章から 11章までは神の創造の構造

である。しかし罪によって、まず人間と神との関係

が壊され、同じように人間とこの世界との関係も

壊されている。創世記 12章から神は新しいことを

歴史の中で始められた。それは神は贖い主でも

あると示されたことである。神は全ての民の中から

一つの民、イスラエルを、そしてアブラハムを選ば

れたのである。そうしたのは神が人間全体に祝福

を与えるためであり、またイスラエルを一つの土

地として選んだのは全ての土地が祝福を受ける

ためであった。神の宣教の目的は全ての民に祝

福を与え、全ての国を贖うということである。そし

て、その物語は黙示録で結末を迎える。黙示録

では、全ての民族が一つのところに集まり神をほ

めたたえるという描写があるが、以上がアブラハ

ムの物語の全体を覆っている聖書の正典として

の位置づけである。 

2. 歴史的背景 

この 12 章以降は一人であったアブラハムから

いかにしてイスラエルの民が形成されていくかと

いう物語である。出エジプト記の冒頭では、この

アブラハムの子孫がエジプトで一つの大きな民に

なっていくのであるが、やがて奴隷とされていたイ

スラエル民族が出エジプトの出来事の中で、神

の祝福を受け契約の中に入れられ、またカナン

の地に戻っていくのである。 そのことが出エジプ

ト記、レビ記に記されている。このようにして歴史

は続いていくことになる。 

3. 究極的目標 

神がアブラハムに約束した一番大事な目的は

「あなたによって地の全ての民は祝福される」とい

うことであった。それは大変大事なことだったので、

創世記だけでも神は五回繰り返しておられる。そ

のことと宣教とはどのように繋がってくるのだろう

か。 

ⅢⅢⅢⅢ. 宣教学的意味宣教学的意味宣教学的意味宣教学的意味 

1. 普遍的目的 

神がアブラハムを選んだということの中には普

遍的な目的がある。神の目的は、イスラエル人に

限られるのではなく全ての民に開かれていくので

ある。したがって、この教義は救いの教義だけで

はなく、宣教の教義と見ることができよう。聖書の

中には民への祝福というものが、こだまのように何

箇所も繰り返されている（詩篇 22：27、72：17）。

パウロはこのアブラハムとの契約こそが異邦人へ

の宣教において成就されるのだと悟った。 

2. 独自な特殊性 

神が「あなたを通じて全ての国民は祝福を受

ける」と言われたのは、「この民族、この国民、この

出来事によって」という限られた特殊なケースを

指している。旧約におけるイスラエルというのは神

に選ばれ育てられた独自な民族といえる。神は

「わたしは、あなたの神となり、あなたは、私の民と

なる」と言われた。究極的にはこのイスラエルと神

との契約の文脈の中で救い主イエスが与えられ

るのだ。世界の民を祝福するために神は一つの

民を選び、その中の一人の方イエス・キリストを選

びお使いになったのである。であるから、この普

遍的なものと独自なものを一緒に考える必要が

ある。他の神々や他の宗教によってではなく、他

のいかなる手段によるものでもなく聖書というスト

ーリー、クライマックスではイエス・キリストというスト

ーリーを通じてである。 
クリスチャンの聖書的信仰というものは、広い

世界にまたがる視野をもつものである。福音、良
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い知らせとは全ての世界の人々を含むものであ

る。しかし救いの手段というのは、イエス・キリスト

における非常に特殊なものである。 

3. 宣教の人々 

神が選ばれた民とは宣教の民である。神は創

造の世界を贖い出すために一つの民をお選び

になったのである。全てのことの始まりはアブラハ

ムを選び、そこにサラもいたことである。そして、そ

の家族、その民族、またイエス・キリストを通じて

多数の民族が神の家族とされるということである。

それは教会という言葉に置き換えられるものでも

ある。教会とは神に選ばれたイエス・キリストを通

じて神の民とされたものである。したがって、私た

ちの教会はアブラハムと神との契約の連続性の

中にあるのである。私たちはなぜ選ばれて神の

民となっているのだろうか。私たちは宣教の目的

のためにいるのである。神が必要とするのは宣教

の人、神の使命
ミッション

に生きる人である。教会の教義

は宣教の中に置かれている。したがって教会と宣

教は一つの中に入れられている。なぜならアブラ

ハムを選び、アブラハムにおいて創造された神の

民の目的は世界の宣教だったからである。 

ⅣⅣⅣⅣ.    倫理学的含み倫理学的含み倫理学的含み倫理学的含み 
創世記 18章 1－21節は、主がソドムとゴモラ

の町に行き、その裁きを下されようとするところで

ある。結局 19章で一つの町は滅ぼされてしまう。

イザヤ 1：9以下、エゼキエル 16：49以下にもソド

ムの罪が記されている。神は天から下って来て邪

悪な土地を滅ぼそうとしていたその途中だったの

にアブラハムと共に食事をされたのはなぜだろう

か。アブラハムとの食事の中で神はアブラハムと

の約束、子供を与えるとい約束を思い出されたの

である。 
神が緊急になさる必要があったことは腐敗した

罪の社会を滅ぼすということであったが、神の長

期の究極的目標は世界の贖いであった。神は裁

きをもって臨まれるが、その向こうには大きな救い

の業が備えられている。19節に「主の道」とあるが、

神が望まれたのは選ばれたアブラハムとその民

が主の道に従って歩むということであった（創世

記 18：19）。神の宣教のストーリーはアブラハムの

ストーリーから始まっている。神はその民を選び

存在させられたが、この民は他の民とは違う道を

歩むことを神はお望みになられた。この民はソド

ムのようではなく、神のようであることが期待され

た。神の目的は宣教であり全ての世界を祝福す

るということである。それはどのようにして起こるで

あろうか。それは神の民が「主の道」に歩むという

ことである。宣教と、いかに生きるか（倫理）とは離

して考えることはできない。イエスさまは弟子たち

を派遣するとき、お互いに愛し合いなさいと伝え

た。お互いに愛し合うということも、いかに生きる

かということに含まれる。いかに生きるかということ

によって私たちは誰に従っているかということが

明らかになるのである。 
イエスは人々の間で光を輝かせなさいと言わ

れた。そうすれば人々はその光を見ることができ、

そして神の栄光を見ることができるのだとおっしゃ

った。宣教ということを考えるとき、私たちは神の

民の最初のところに戻るべきである。私たちが選

ばれたのは、私たちが救われるためにだけ選ば

れたのではない。多くの人たちに救いをもたらす

ために選ばれたのである。神の福音の使者として

選ばれた私たちは、主の道に従って生きるべきな

のである。 
 
----------------------------------- 

※１頁の巻頭言からの続き・・・ 

そのような時代にはどのような宣教パラダイムが

浮上するであろうか。」との問いです。 
３・１１を通して突きつけられた原子力発電の

問題にしても、「ピル」の開発後の性倫理のあり

方にしても、近代文明が追い求めている「一人ひ

とりが大切にされる共同体の理想」と神が受肉さ

れたイエス・キリストを通して語られる「神の国の

理想」の間のギャップを埋める努力が宣教学的

な課題なのではないかと私は受けとめています。 
保育園を始めとする幼児教育や教会学校の

現状を見るにつけ、私たちは本当に「一人ひとり

が大切にされる」とはどういうことか、「一人ひとり

が大切にされる共同体」とは何かということを、

「救済論」や「教会論」として心から納得できる提

示をしていくことが求められていると思います。 
私は具体的に教会や保育園の中で、「過去」

「今」を大切にしながら「神の宣教」の働きに加わ

らせていただきたいと願います。神の働きを受け

とめながら「将来」に向かって共に宣教学的な営
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みのネットワークの中で生きていきたいと願いま

す。そのような営みの積み重ねの中から、ポスト・

モダン時代の宣教のパラダイムが「神の宣教」の

結果として浮上してくるのではないでしょうか。 
 
 
 
 
 

◇◇◇◇２０１２年夏季２０１２年夏季２０１２年夏季２０１２年夏季学校学校学校学校 
・ 今年度は 6 月 25 日（月）～27 日（水）に夏季学

校が開催されました。講師はローザンヌ世界宣

教会議の神学委員長でケープタウン決意表明の

文書責任者である、クリストファー・ライト氏で、主

題は「神の言を神の世界へ―聖書全巻と福音宣

教」 でした。この所報で内容を紹介しています。 

◇ライト師の著書発刊◇ライト師の著書発刊◇ライト師の著書発刊◇ライト師の著書発刊 
・ ライト師の講演に合わせて師の著書「神の宣教」

第１巻が発刊されました。特価でお求めできます。

ご希望の方は、直接メールやファックスでお申し

込みください。特価 2500 円で販売いたします。 

◇◇◇◇冬季フォーラム冬季フォーラム冬季フォーラム冬季フォーラム 
・ ２月２５日に冬季フォーラムがお茶の水クリスチャ

ンセンタ-４階（４１６号）で開催されます。「被災地

の現在とキリスト者の責任」をテーマとし、講師は

仙台キリスト教連合被災支援ネットワーク（東北

ヘルプ）事務局長の川上直哉氏です。 
 
 
 
 
 
＊ 団体および個人献金者名 (理事分担金含む）  

         2011.10.13~2012.3.31 
◇ 団体：練馬神の教会、上野教会（サフラン会） 
◇ 個人： 泉田昭、小関譲治、今野蓉子、東方

敬信、小林成子、水間照弥、小林重昭、

金本悟、西岡義行、中川美弥子（順不同 

敬称略） 

＊ 献げて下さった方々および団体に心から

感謝いたします。 


